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(57)【要約】

【課題】聴感上の違和感を抑えるように、大きな会場で

発生した音を抽出した抽出発生音を補正することができ

る技術を提供する。

【解決手段】収音会場音y(k)を会場で再生された音及び

当該会場で発生した音を収音したサンプル番号kの音、

抽出発生音e(k)を収音会場音y(k)から当該会場で発生し

た音を抽出したサンプル番号kの音とし、抽出発生音e(k

)から、抽出発生音e(k)を含む所定時間区間の抽出発生

音のスペクトル包絡の平坦度合いの指標値Qkを算出する

スペクトル平坦指標値算出部４１０と、スペクトル包絡

の平坦度合いの指標値Qkを用いて、抽出発生音e(k)から

補正済抽出発生音e＇(k)を生成する抽出発生音補正部４

２０とを含む抽出発生音補正装置４００であり、抽出発

生音補正部４２０は、補正済抽出発生音e＇(k)を、スペ

クトル包絡の平坦度合いの指標値Qkが小さいことを示す

所定の範囲にある場合は、e＇(k)=0とし、それ以外の場

合は、e＇(k)=e(k)とする。

【選択図】図１４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 サ ン プ ル 番 号 kを k=1,2,… 、 収 音 会 場 音 y(k)を 会 場 で 再 生 さ れ た 音 及 び 当 該 会 場 で 発 生

し た 音 を 収 音 し た サ ン プ ル 番 号 kの 音 、 抽 出 発 生 音 e(k)を 前 記 収 音 会 場 音 y(k)か ら 当 該 会

場 で 発 生 し た 音 を 抽 出 し た サ ン プ ル 番 号 kの 音 と し 、

　 前 記 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 、 前 記 抽 出 発 生 音 e(k)を 含 む 所 定 時 間 区 間 の 抽 出 発 生 音 の ス ペ

ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k を 算 出 す る ス ペ ク ト ル 平 坦 指 標 値 算 出 部 と 、

　 前 記 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k を 用 い て 、 前 記 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 補 正 済

抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 生 成 す る 抽 出 発 生 音 補 正 部 と

　 を 含 む 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 で あ り 、

　 前 記 抽 出 発 生 音 補 正 部 は 、 前 記 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 、 前 記 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦

度 合 い の 指 標 値 Q k が 小 さ い こ と を 示 す 所 定 の 範 囲 に あ る 場 合 は 、 e＇ (k)=0と し 、 そ れ 以 外

の 場 合 は 、 e＇ (k)=e(k)と し て 生 成 す る

　 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 収 音 会 場 音 y(k)と 前 記 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 、 前 記 収 音 会 場 音 y(k)の パ ワ ー で あ る 収

音 会 場 音 パ ワ ー Y k と 前 記 抽 出 発 生 音 e(k)の パ ワ ー で あ る 抽 出 発 生 音 パ ワ ー E k を 算 出 す る パ

ワ ー 算 出 部 と 、

　 前 記 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 、 前 記 抽 出 発 生 音 e(k)の 時 間 方 向 に お け る ス パ ー ス さ の 程 度 を

表 す ス パ ー ス 尺 度 S k を 算 出 す る ス パ ー ス 尺 度 算 出 部 と 、

　 の 少 な く と も 何 れ か を 更 に 含 み 、

　 前 記 抽 出 発 生 音 補 正 部 は 、 前 記 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 、 前 記 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦

度 合 い の 指 標 値 Q k が 小 さ い こ と を 示 す 所 定 の 範 囲 に あ る 、 ま た は ／ お よ び 、 前 記 収 音 会 場

音 パ ワ ー Y k に 対 す る 前 記 抽 出 発 生 音 パ ワ ー E k の 比 E k /Y k が 小 さ い こ と を 示 す 所 定 の 範 囲 に

あ る 、 ま た は ／ お よ び 、 前 記 ス パ ー ス 尺 度 S k が 小 さ い こ と を 示 す 所 定 の 範 囲 に あ る 、 場 合

は 、 e＇ (k)=0と し 、 そ れ 以 外 の 場 合 は 、 e＇ (k)=e(k)と し て 生 成 す る

　 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 サ ン プ ル 番 号 kを k=1,2,… 、 収 音 会 場 音 y(k)を 会 場 で 再 生 さ れ た 音 及 び 当 該 会 場 で 発 生

し た 音 を 収 音 し た サ ン プ ル 番 号 kの 音 、 抽 出 発 生 音 e(k)を 前 記 収 音 会 場 音 y(k)か ら 当 該 会

場 で 発 生 し た 音 を 抽 出 し た サ ン プ ル 番 号 kの 音 と し 、

　 前 記 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 、 前 記 抽 出 発 生 音 e(k)を 含 む 所 定 時 間 区 間 の 抽 出 発 生 音 の ス ペ

ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k を 算 出 す る ス ペ ク ト ル 平 坦 指 標 値 算 出 ス テ ッ プ と 、

　 前 記 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k を 用 い て 、 前 記 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 補 正 済

抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 生 成 す る 抽 出 発 生 音 補 正 ス テ ッ プ と

　 を 含 む 抽 出 発 生 音 補 正 方 法 で あ り 、

　 前 記 抽 出 発 生 音 補 正 ス テ ッ プ は 、 前 記 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平

坦 度 合 い の 指 標 値 Q k が 小 さ い こ と を 示 す 所 定 の 範 囲 に あ る 場 合 は 、 e＇ (k)=0と し 、 そ れ 以

外 の 場 合 は 、 e＇ (k)=e(k)と し て 生 成 す る

　 抽 出 発 生 音 補 正 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 と し て コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る た め の

プ ロ グ ラ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 音 場 空 間 で 発 生 し た 音 を 抽 出 す る 技 術 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 会 場 で 発 生 し た 音 を 抽 出 す る た め に 、 エ コ ー キ ャ ン セ ラ 技 術 が 用 い ら れ る （ 非 特 許 文 献

１ ） 。 以 下 、 図 １ を 参 照 し て 、 エ コ ー キ ャ ン セ ラ 技 術 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ま ず 、 会 場 Ａ で 発 生 し た 音 x(k)(k=1,2,… 、 以 下 、 kを サ ン プ ル 番 号 と い う )が 会 場 Ｂ に

伝 送 さ れ る 。 会 場 Ｂ に 伝 送 さ れ た 入 力 音 x(k)を 、 例 え ば 、 K個 の サ ン プ ル で 構 成 さ れ る フ

レ ー ム ご と に 処 理 す る 場 合 、 Kは フ レ ー ム 長 と な る 。 ま た 、 入 力 音 x(k)は 、 例 え ば 、 電 話

の 音 声 、 会 場 Ａ に 設 置 さ れ た コ ン テ ン ツ 配 信 シ ス テ ム の 音 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 次 に 、 入 力 音 x(k)が 会 場 Ｂ に 設 置 さ れ た ス ピ ー カ ９ １ ０ か ら 再 生 さ れ 、 （ ス ピ ー カ ９ １

０ か ら マ イ ク ９ ２ ０ ま で の ） 会 場 Ｂ の 音 響 エ コ ー h0(k)が 畳 み 込 ま れ た 畳 み 込 み 入 力 音 x(k

)*h0(k)と し て 会 場 Ｂ に 設 置 さ れ た マ イ ク ９ ２ ０ に よ り 収 音 さ れ る 。 こ こ で 、 *は 畳 み 込 み

演 算 子 を 表 す 。 ま た 、 音 響 エ コ ー の こ と を 伝 達 関 数 や イ ン パ ル ス 応 答 と い う こ と も あ る が

、 以 下 で は 、 音 響 エ コ ー ま た は 伝 達 関 数 と い う こ と に す る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 マ イ ク ９ ２ ０ に よ り 収 音 さ れ る 音 は 、 畳 み 込 み 入 力 音 x(k)*h0(k)だ け で は な い 。 会 場 Ｂ

で 発 生 す る 環 境 音 （ 例 え ば 、 音 声 や 拍 手 音 ） c1(k)も そ の 音 源 か ら マ イ ク ９ ２ ０ ま で の 音

響 エ コ ー h1(k)が 畳 み 込 ま れ た 畳 み 込 み 環 境 音 c1(k)*h1(k)と し て 収 音 さ れ る 。 ま た 、 マ イ

ク ９ ２ ０ に は ノ イ ズ n(k)も 混 入 す る 。 し た が っ て 、 マ イ ク ９ ２ ０ に よ り 収 音 さ れ る 音 y(k)

（ 以 下 、 収 音 会 場 音 y(k)と い う 。 ） は y(k)=x(k)*h0(k)+c1(k)*h1(k)+n(k)と 表 す こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 こ の ま ま 収 音 会 場 音 y(k)を 会 場 Ａ に 伝 送 し 、 会 場 Ａ で 再 生 す る と 、 ハ ウ リ ン グ や ダ ブ ル

ト ー ク を 生 じ て し ま い 、 相 手 方 に と っ て 聞 き づ ら い 音 と な っ て し ま う 。 そ こ で 、 エ コ ー キ

ャ ン セ ラ ９ ３ ０ は 、 畳 み 込 み 入 力 音 x(k)*h0(k)を 近 似 す る x＇ (k)=x(k)*h0＇ (k)を 推 定 し

、 会 場 Ｂ で 発 生 し た 音 を 抽 出 し た 抽 出 発 生 音 e(k)=y(k)-x＇ (k)=c1(k)*h1(k)+n(k)+d(k)を

求 め 、 こ の 抽 出 発 生 音 e(k)を 会 場 Ａ に 伝 送 す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 し か し 、 推 定 さ れ た 伝 達 関 数 h0＇ (k)と 真 の 伝 達 関 数 h0(k)は 異 な る た め 、 残 留 信 号 d(k)

が 生 じ て し ま う 。 こ の 問 題 を 解 決 す る た め に NL MS(Normalized Least-Mean-Squares)法 な

ど の 適 応 ア ル ゴ リ ズ ム （ 適 応 フ ィ ル タ ） が 使 わ れ る 。 NL MS法 を 用 い る と 、 伝 達 関 数 h0＇ (k

)を 伝 達 関 数 h0(k)に 近 づ け る こ と が で き る 。 特 に 、 会 場 Ｂ が 小 さ い （ つ ま り 、 ス ピ ー カ と

マ イ ク の 距 離 が 比 較 的 近 く な る ） 場 合 は 伝 達 関 数 h0＇ (k)を 精 度 よ く 推 定 で き る た め 、 残

留 信 号 d(k)の 振 幅 値 は 十 分 小 さ く な り 、 聴 感 上 の 違 和 感 を 小 さ く す る こ と が で き る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 北 脇 信 彦 ， ＂ デ ィ ジ タ ル 音 声 ・ オ ー デ ィ オ 技 術 ＂ ， 株 式 会 社 オ ー ム 社 ，

pp.223-225.

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 記 エ コ ー キ ャ ン セ ラ 技 術 を 用 い る こ と に よ っ て 、 例 え ば 、 ス ピ ー カ ホ ン の 用 途 の よ う

に ス ピ ー カ と マ イ ク の 位 置 が 近 い 場 合 に は 、 会 場 Ｂ で 発 生 し た 音 を 適 切 に 抽 出 す る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 し か し 、 ス ピ ー カ と マ イ ク の 位 置 が 離 れ 、 あ え て 残 響 を 加 え る よ う に 設 計 さ れ て い る 環

境 （ 例 え ば 、 コ ン サ ー ト 会 場 や 演 劇 会 場 の よ う な ラ イ ブ ビ ュ ー イ ン グ に お け る ラ イ ブ 会 場

（ 会 場 Ａ ） と は 別 の ビ ュ ー イ ン グ 会 場 （ 会 場 Ｂ ） ） で は 、 伝 達 関 数 h0＇ (k)を 伝 達 関 数 h0(

k)に 十 分 に 近 づ け る こ と が で き な い 。 そ の た め 、 残 留 信 号 d(k)の 振 幅 値 が 大 き く な っ て し

ま い 、 会 場 Ｂ で 発 生 し た 音 だ け を 抽 出 す る こ と が で き な い こ と に な る 。
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【 ０ ０ １ １ 】

　 ス ピ ー カ ホ ン に よ る 音 声 通 話 な ど で エ コ ー キ ャ ン セ ラ を 用 い る 場 合 に は 、 会 議 室 （ 会 場

Ｂ ） で の 音 声 を 含 む 環 境 音 c1(k)が 相 手 側 に 届 か な い と 困 る た め 、 残 留 信 号 d(k)が 多 少 残

っ て い た と し て も 、 抽 出 発 生 音 e(k)を そ の ま ま 伝 送 す る 方 が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 し か し 、 ラ イ ブ ビ ュ ー イ ン グ の 場 合 に は 、 ラ イ ブ 会 場 （ 会 場 Ａ ） で の 聴 感 を 大 き く 損 ね

る こ と に な る た め 、 抽 出 発 生 音 e(k)を そ の ま ま 伝 送 す る の は 好 ま し く な い 。 特 に 、 ビ ュ ー

イ ン グ 会 場 （ 会 場 Ｂ ） で 発 生 し た 拍 手 音 や 手 拍 子 音 な ど の 環 境 音 c1(k)そ の も の を 伝 送 す

る 代 わ り に 、 伝 送 先 で あ る ラ イ ブ 会 場 （ 会 場 Ａ ） で 環 境 音 c1(k)を 生 成 す る た め に 用 い る

パ ラ メ ー タ を 伝 送 す る 場 合 、 ビ ュ ー イ ン グ 会 場 （ 会 場 Ｂ ） で 発 生 し た 環 境 音 c1(k)を 誤 抽

出 し て し ま う と 、 伝 送 先 で 誤 っ た 形 で 拍 手 音 や 手 拍 子 音 （ つ ま り 、 拍 手 音 や 手 拍 子 音 以 外

の 音 も 含 ん だ 音 ） を 生 成 し て し ま い 、 も と も と の コ ン テ ン ツ を 楽 し ん で い る ラ イ ブ 会 場 （

会 場 Ａ ） の 聴 衆 に 迷 惑 が か か っ て し ま う こ と に な る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 図 ２ は 、 こ の よ う な 状 況 を 示 す も の で あ り 、 残 留 信 号 d(k)が 大 き く 残 っ た （ 入 力 音 x(k)

と 収 音 会 場 音 y(k)の 差 異 が 大 き い ） 場 合 に お け る 、 入 力 音 x(k)、 収 音 会 場 音 y(k)、 抽 出 発

生 音 e(k)の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ の 網 掛 け 部 は 、 通 常 の エ コ ー キ ャ ン セ ラ を 用 い た 場

合 に 、 残 留 信 号 d(k)が 大 き く 、 ス ピ ー カ か ら 再 生 さ れ た 音 x(k)が 抽 出 発 生 音 e(k)に 残 っ て

し ま っ て お り 、 会 場 Ｂ の 環 境 音 c1(k)が 正 し く 抽 出 さ れ て い な い こ と 示 し て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 つ ま り 、 通 常 の エ コ ー キ ャ ン セ ラ で は 、 ビ ュ ー イ ン グ 会 場 （ 会 場 Ｂ ） の よ う に ス ピ ー カ

と マ イ ク が 近 く に な い よ う な 大 き な 会 場 で 発 生 す る 音 を 、 ラ イ ブ 会 場 （ 会 場 Ａ ） で 再 生 す

る 場 合 の 聴 感 上 の 違 和 感 を 抑 え た 形 で 抽 出 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 そ こ で 本 発 明 で は 、 聴 感 上 の 違 和 感 を 抑 え る よ う に 、 大 き な 会 場 で 発 生 し た 音 を 抽 出 し

た 抽 出 発 生 音 を 補 正 す る こ と が で き る 抽 出 発 生 音 補 正 技 術 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 こ の 発 明 の 一 態 様 に よ る 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 は 、 サ ン プ ル 番 号 kを k=1,2,… 、 収 音 会 場

音 y(k)を 会 場 で 再 生 さ れ た 音 及 び 当 該 会 場 で 発 生 し た 音 を 収 音 し た サ ン プ ル 番 号 kの 音 、

抽 出 発 生 音 e(k)を 収 音 会 場 音 y(k)か ら 当 該 会 場 で 発 生 し た 音 を 抽 出 し た サ ン プ ル 番 号 kの

音 と し 、 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 、 抽 出 発 生 音 e(k)を 含 む 所 定 時 間 区 間 の 抽 出 発 生 音 の ス ペ ク

ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k を 算 出 す る ス ペ ク ト ル 平 坦 指 標 値 算 出 部 と 、 ス ペ ク ト ル

包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k を 用 い て 、 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 生

成 す る 抽 出 発 生 音 補 正 部 と を 含 む 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 で あ り 、 抽 出 発 生 音 補 正 部 は 、 補 正

済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k が 小 さ い こ と を 示 す 所 定

の 範 囲 に あ る 場 合 は 、 e＇ (k)=0と し 、 そ れ 以 外 の 場 合 は 、 e＇ (k)=e(k)と し て 生 成 す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 聴 感 上 の 違 和 感 を 抑 え る よ う に 、 大 き な 会 場 で 発 生 し た 音 を 抽 出 し た

抽 出 発 生 音 を 補 正 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 エ コ ー キ ャ ン セ ラ 技 術 を 説 明 す る た め の 図 。

【 図 ２ 】 残 留 信 号 d(k)が 大 き く 残 っ た 場 合 に お け る 、 入 力 音 x(k)、 収 音 会 場 音 y(k)、 抽 出

発 生 音 e(k)の 様 子 の 一 例 を 示 す 図 。

【 図 ３ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 １ ０ ０ を 含 む 抽 出 発 生 音 補 正 シ ス テ ム １ ０ の 構 成 の 一 例 を 示

す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ４ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 １ ０ ０ の 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ５ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 １ ０ ０ の 動 作 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
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【 図 ６ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 １ ０ ０ の 入 力 で あ る 抽 出 発 生 音 e(k)と 出 力 で あ る 補 正 済 抽 出

発 生 音 e＇ (k)の 様 子 の 一 例 を 示 す 図 。

【 図 ７ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 １ ０ １ の 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ８ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 １ ０ １ の 動 作 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。

【 図 ９ 】 環 境 音 c1(k)が 拍 手 音 で あ る 場 合 の 振 幅 の 様 子 の 一 例 を 示 す 図 。

【 図 １ ０ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ２ ０ ０ の 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 １ １ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ２ ０ ０ の 動 作 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。

【 図 １ ２ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ２ ０ １ の 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 １ ３ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ２ ０ １ の 動 作 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。

【 図 １ ４ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ４ ０ ０ の 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 １ ５ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ４ ０ ０ の 動 作 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。

【 図 １ ６ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ４ ０ １ の 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 １ ７ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ４ ０ １ の 動 作 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。

【 図 １ ８ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ０ の 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 １ ９ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ０ の 動 作 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。

【 図 ２ ０ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ １ の 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ２ １ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ １ の 動 作 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。

【 図 ２ ２ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ２ の 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ２ ３ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ２ の 動 作 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。

【 図 ２ ４ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ３ の 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ２ ５ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ３ の 動 作 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。

【 図 ２ ６ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ４ の 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ２ ７ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ４ の 動 作 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。

【 図 ２ ８ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ５ の 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ２ ９ 】 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ５ の 動 作 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 同 じ 機 能 を 有 す る 構 成 部

に は 同 じ 番 号 を 付 し 、 重 複 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 こ こ ま で の 説 明 で は 、 会 場 Ｂ に 伝 送 さ れ て く る 入 力 音 x(k)を モ ノ ラ ル 信 号 、 会 場 Ｂ で 発

生 す る 環 境 音 は c1(k)の 1つ で あ る と し て 説 明 し て き た が 、 入 力 音 x(k)は ス テ レ オ 信 号 で あ

っ て も よ い し 、 会 場 Ｂ で 発 生 す る 環 境 音 は 複 数 あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 例 え ば 、 入 力 音 が モ ノ ラ ル 信 号 x(k)で あ り 、 会 場 Ｂ で 発 生 す る 環 境 音 が c1(k),… ,cM(k)

の M個 （ Mは 1以 上 の 整 数 ） で あ っ た 場 合 、 入 力 音 x(k)、 環 境 音 c1(k),… ,cM(k)の 音 響 エ コ

ー を そ れ ぞ れ h0(k),h1(k),… ,hM(k)、 ノ イ ズ を n(k)と す る と 、 マ イ ク に よ り 収 音 さ れ る 収

音 会 場 音 y(k)は y(k)=x(k)*h0(k)+c1(k)*h1(k)+… +cM(k)*hM(k)+n(k)と 表 す こ と が で き る

。 さ ら に 、 伝 達 関 数 h0(k)を 推 定 し た 伝 達 関 数 を h0＇ (k)、 残 留 信 号 を d(k)と す る と 、 抽 出

発 生 音 e(k)は e(k)=y(k)-x(k)*h0＇ (k)=c1(k)*h1(k)+… +cM(k)*hM(k)+n(k)+d(k)と 表 す こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 入 力 音 が ス テ レ オ 信 号 xR(k),xL(k)で あ り 、 会 場 Ｂ で 発 生 す る 環 境 音 が c1(k),… ,

cM(k)の M個 （ Mは 1以 上 の 整 数 ） で あ っ た 場 合 、 入 力 音 xR(k),xL(k)、 環 境 音 c1(k),… ,cM(k

)の 音 響 エ コ ー を そ れ ぞ れ hR0(k),hL0(k),h1(k),… ,hM(k)、 ノ イ ズ を n(k)と す る と 、 マ イ

ク に よ り 収 音 さ れ る 収 音 会 場 音 y(k)は y(k)=xR(k)*hR0(k)+xL(k)*hL0(k)+c1(k)*h1(k)+… +

cM(k)*hM(k)+n(k)と 表 す こ と が で き る 。 さ ら に 、 伝 達 関 数 hR0(k),hL0(k)を 推 定 し た 伝 達

関 数 を そ れ ぞ れ hR0＇ (k),hL0＇ (k)、 残 留 信 号 を d(k)と す る と 、 抽 出 発 生 音 e(k)は e(k)=y(

k)-{xR(k)*hR0＇ (k)+xL(k)*hL0＇ (k)}=c1(k)*h1(k)+… +cM(k)*hM(k)+n(k)+d(k)と 表 す こ

と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ３ つ の 例 か ら わ か る よ う に 、 収 音 会 場 音 y(k)は 、 畳 み 込 み 入 力 音 と 畳 み 込 み 環 境 音 と ノ

イ ズ の 和 と し て 表 現 す る こ と が で き る 。 ま た 、 抽 出 発 生 音 e(k)は 、 畳 み 込 み 環 境 音 と ノ イ

ズ と 残 響 信 号 の 和 と し て 表 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 音 響 環 境 と し て は 、 モ ノ ラ ル や ス テ レ オ 以 外 に 、 サ ラ ウ ン ド 環 境 、 22.2ch環 境 な ど 様 々

な も の が 存 在 す る が 、 収 音 会 場 音 y(k)、 抽 出 発 生 音 e(k)は 上 記 ３ つ の 例 と 同 様 に 扱 う こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 そ こ で 、 以 下 説 明 す る 各 実 施 形 態 で は 、 入 力 音 が モ ノ ラ ル 信 号 で あ り 、 環 境 音 が 1つ で

あ る 場 合 を 用 い て 説 明 す る こ と に す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま ず 、 各 実 施 形 態 で 用 い る 用 語 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 サ ン プ ル 番 号 kを k=1,2,… と す る 。 入 力 音 x(k)を K個 の サ ン プ ル で 構 成 さ れ る フ レ ー ム ご

と に 処 理 す る 場 合 、 i番 目 の フ レ ー ム Xiは 、 Xi=[x(1) x(2) … x(K)]と い う ベ ク ト ル で 表 現

す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 i(i=1,2,… )は フ レ ー ム 番 号 を 表 す 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 以 下 、 説 明 を 簡 素 化 す る た め に 、 Xi=x(k)、 つ ま り 、 各 フ レ ー ム は 1個 の サ ン プ ル で 構 成

さ れ る も の と し て 、 各 実 施 形 態 を 説 明 す る が 、 複 数 個 の サ ン プ ル で 構 成 さ れ る と し た 場 合

と 内 容 は 変 わ ら な い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 収 音 会 場 音 y(k)を 会 場 で 再 生 さ れ た 音 及 び 会 場 で 発 生 し た 音 を 収 音 し た サ ン プ ル 番 号 k

の 音 と す る 。 会 場 で 再 生 さ れ た 音 と は 、 別 の 会 場 か ら 伝 送 さ れ て き て 再 生 さ れ た 音 の こ と

で あ り 、 先 ほ ど の 例 で 言 え ば 、 ラ イ ブ 会 場 の 音 で あ る 。 ま た 、 会 場 で 発 生 し た 音 と は 、 先

ほ ど の 例 で 言 え ば 、 ビ ュ ー イ ン グ 会 場 で 発 生 し た 拍 手 音 な ど の 環 境 音 や ノ イ ズ の こ と で あ

る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 抽 出 発 生 音 e(k)を 収 音 会 場 音 y(k)か ら 会 場 で 発 生 し た 音 を 抽 出 し た サ ン プ ル 番 号 kの 音

と す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

＜ 第 一 実 施 形 態 ＞

　 以 下 、 図 ３ を 参 照 し て 抽 出 発 生 音 補 正 シ ス テ ム １ ０ に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 抽 出 発

生 音 補 正 シ ス テ ム １ ０ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 抽 出 発 生 音 補 正

シ ス テ ム １ ０ は 、 ス ピ ー カ ９ １ ０ 、 マ イ ク ９ ２ ０ 、 エ コ ー キ ャ ン セ ラ ９ ３ ０ 、 抽 出 発 生 音

補 正 装 置 １ ０ ０ を 含 む 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ス ピ ー カ ９ １ ０ 、 マ イ ク ９ ２ ０ 、 エ コ ー キ ャ ン セ ラ ９ ３ ０ は 、 図 １ の そ れ と 同 一 の 機 能

を 有 す る も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 ス ピ ー カ ９ １ ０ は 、 伝 送 さ れ て き た 会 場 Ａ の 音 x(k)を

会 場 Ｂ に て 再 生 す る 装 置 で あ る 。 マ イ ク ９ ２ ０ は 、 会 場 Ｂ で 発 生 し た 環 境 音 c1(k)を 収 音

す る こ と を 目 的 と し た 装 置 で あ る が 、 実 際 に は 、 ス ピ ー カ ９ １ ０ か ら 再 生 さ れ た 入 力 音 x(

k)を 畳 み 込 ん だ 畳 み 込 み 入 力 音 x(k)*h0(k)と 会 場 Ｂ で 発 生 し た 環 境 音 c1(k)を 畳 み 込 ん だ

畳 み 込 み 環 境 音 c1(k)*h1(k)と ノ イ ズ n(k)を 収 音 す る 装 置 で あ る 。 エ コ ー キ ャ ン セ ラ ９ ３

０ は 、 入 力 音 x(k)と マ イ ク ９ ２ ０ に よ り 収 音 さ れ た 収 音 会 場 音 y(k)（ =x(k)*h0(k)+c1(k)*

h1(k)+n(k)） か ら 抽 出 発 生 音 e(k)を 生 成 す る 。 抽 出 発 生 音 e(k)=c1(k)*h1(k)+n(k)+d(k)は

、 会 場 Ｂ で 発 生 し た 音 を エ コ ー キ ャ ン セ ラ ９ ３ ０ が 抽 出 し た 音 で あ る 。 こ こ で 、 d(k)は 残

留 信 号 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 な お 、 ス ピ ー カ ９ １ ０ か ら マ イ ク ９ ２ ０ へ の 伝 達 遅 延 を 考 慮 し 、 入 力 音 x(k)の 代 わ り に

、 入 力 音 x(k)に 所 定 の 遅 延 を 加 え て か ら エ コ ー キ ャ ン セ ラ ９ ３ ０ に 入 力 す る よ う に し て も
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よ い 。 ま た 、 ス ピ ー カ ９ １ ０ か ら マ イ ク ９ ２ ０ へ の 伝 達 遅 延 を 考 慮 し 、 入 力 音 x(k)の 代 わ

り に 、 環 境 音 や ノ イ ズ が 十 分 小 さ い と き に 測 定 し た 伝 達 関 数 を 入 力 音 x(k)に 畳 み 込 ん だ 畳

み 込 み 入 力 音 を エ コ ー キ ャ ン セ ラ ９ ３ ０ に 入 力 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 １ ０ ０ は 、 収 音 会 場 音 y(k)と 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 補 正 済 抽 出 発 生 音

e＇ (k)を 生 成 す る 。 こ こ で 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)は 、 収 音 会 場 音 y(k)と 抽 出 発 生 音 e(

k)を 用 い て 抽 出 発 生 音 e(k)を 補 正 し た サ ン プ ル 番 号 kの 音 で あ る 。 ス ピ ー カ ホ ン な ど で 用

い ら れ て い る 従 来 の 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 は 、 残 留 信 号 d(k)に よ る 聴 感 上 の 違 和 感 が な く な

る よ う に 、 抽 出 発 生 音 e(k)を 補 正 し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 得 る こ と を 目 的 と し て い

た 。 こ れ に 対 し 、 本 発 明 の 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 １ ０ ０ は 、 収 音 会 場 音 y(k)が 主 に 含 ま れ る

よ う に 、 抽 出 発 生 音 e(k)を 補 正 し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 得 る こ と を 目 的 と す る も の

で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 以 下 、 図 ４ ～ 図 ５ を 参 照 し て 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 １ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 抽

出 発 生 音 補 正 装 置 １ ０ ０ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ５ は 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 １

０ ０ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 １ ０ ０ は

、 パ ワ ー 算 出 部 １ １ ０ 、 抽 出 発 生 音 補 正 部 １ ２ ０ 、 記 録 部 １ ９ ０ を 含 む 。 記 録 部 １ ９ ０ は

、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 １ ０ ０ の 処 理 に 必 要 な 情 報 を 適 宜 記 録 す る 構 成 部 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 ５ に 従 い 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 １ ０ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 パ ワ ー 算 出 部 １ １ ０ は

、 収 音 会 場 音 y(k)と 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 、 収 音 会 場 音 y(k)の パ ワ ー で あ る 収 音 会 場 音 パ ワ

ー Y k と 抽 出 発 生 音 e(k)の パ ワ ー で あ る 抽 出 発 生 音 パ ワ ー E k を 算 出 す る （ Ｓ １ １ ０ ） 。 例 え

ば 、 収 音 会 場 音 パ ワ ー Y k を 、 収 音 会 場 音 y(k)を 含 む 一 定 時 間 （ Kサ ン プ ル 分 （ た だ し 、 Kは

1以 上 の 整 数 ） ） の 収 音 会 場 音 の パ ワ ー と し て 算 出 す る 。 サ ン プ ル k以 前 の K個 の サ ン プ ル

を 用 い る 場 合 は 次 式 の よ う に な る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

【 数 １ 】

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ま た 、 抽 出 発 生 音 パ ワ ー E k を 、 抽 出 発 生 音 e(k)を 含 む 一 定 時 間 （ Kサ ン プ ル 分 ） の 抽 出

発 生 音 の パ ワ ー と し て 算 出 す る 。 サ ン プ ル k以 前 の K個 の サ ン プ ル を 用 い る 場 合 は 次 式 の よ

う に な る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

【 数 ２ 】

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ま た 、 以 下 の よ う に 、 上 記 の 収 音 会 場 音 パ ワ ー Y k 、 抽 出 発 生 音 パ ワ ー E k を そ れ ぞ れ サ ン

プ ル 数 Kで 割 っ た 値 を 収 音 会 場 音 パ ワ ー Y k 、 抽 出 発 生 音 パ ワ ー E k と し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ １ 】

【 数 ３ 】
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【 ０ ０ ４ ２ 】

　 抽 出 発 生 音 補 正 部 １ ２ ０ は 、 収 音 会 場 音 パ ワ ー Y k と 抽 出 発 生 音 パ ワ ー E k を 用 い て 、 抽 出

発 生 音 e(k)か ら 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 生 成 す る （ Ｓ １ ２ ０ ） 。 例 え ば 、 E k >Y k の 場 合

、 e＇ (k)=e(k)と し 、 E k ≦ Y k の 場 合 、 e＇ (k)=0と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 を 生 成 す る 。 E k >Y k

の 場 合 に e＇ (k)=e(k)と す る 理 由 は 、 こ の 場 合 に は 環 境 音 c1(k)が 入 力 音 x(k)に 比 べ て 十 分

大 き く 、 抽 出 発 生 音 e(k)に 含 ま れ る 主 な 成 分 は 環 境 音 c1(k)で あ る と 考 え ら れ る た め で あ

る 。 ま た 、 E k ≦ Y k の 場 合 、 e＇ (k)=0と す る 理 由 は 、 環 境 音 c1(k)が 入 力 音 x(k)に 比 べ て 十

分 小 さ く 、 抽 出 発 生 音 e(k)の 中 で は 環 境 音 c1(k)は 残 留 信 号 d(k)に 埋 も れ て い る 、 す な わ

ち 、 抽 出 発 生 音 e(k)の 主 な 成 分 は 残 留 信 号 d(k)で あ る と 考 え ら れ る た め で あ る 。 な お 、 後

述 す る （ 変 形 例 ２ ） と の 関 係 で い え ば 、 E k ≦ Y k の 場 合 、 e(k)を パ ラ メ ー タ 生 成 に 用 い て も

良 好 な 結 果 を 得 ら れ な い と 考 え ら れ る た め 、 e＇ (k)=0と す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 ６ は 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 １ ０ ０ の 入 力 で あ る 抽 出 発 生 音 e(k)と 出 力 で あ る 補 正 済 抽

出 発 生 音 e＇ (k)の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。 図 ６ を 見 る と 、 ス ピ ー カ ９ １ ０ か ら 再 生 さ れ た 入

力 音 x(k)の 影 響 を 減 じ 、 環 境 音 c1(k)が 抽 出 で き て い る こ と が わ か る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 な お 、 α を あ ら か じ め 定 め ら れ た 正 の 定 数 （ 以 下 、 α の こ と を 倍 率 と い う ） と し て 、 E k

>α Y k の 場 合 、 e＇ (k)=e(k)と し 、 E k ≦ α Y k の 場 合 、 e＇ (k)=0と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 を 生

成 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 も ち ろ ん 、 E k >Y k 、 E k ≦ Y k の 代 わ り に 、 E k ≧ Y k 、 E k <Y k を 、 E k >α Y k 、 E k ≦ α Y k の 代 わ り

に 、 E k ≧ α Y k 、 E k <α Y k を 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 以 上 ま と め る と 、 α =1の 場 合 も 含 め て 、 E k /Y k ≦ α ま た は E k /Y k <α と な る 場 合 、 e＇ (k)=

0と し 、 そ れ 以 外 の 場 合 は 、 e＇ (k)=e(k)と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 生 成 す る 。 あ ら

か じ め 定 め ら れ た 正 の 定 数 α に 対 し て E k /Y k ≦ α ま た は E k /Y k <α と な る こ と を 、 収 音 会 場

音 パ ワ ー Y k に 対 す る 抽 出 発 生 音 パ ワ ー E k の 比 E k /Y k が 小 さ い こ と を 示 す 所 定 の 範 囲 に あ る

と い う 。 こ の と き 、 α の こ と を 比 E k /Y k が 小 さ い こ と を 示 す 所 定 の 範 囲 に あ る こ と を 示 す

値 と い う 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

（ 変 形 例 １ ）

　 抽 出 発 生 音 補 正 部 １ ２ ０ に お け る 収 音 会 場 音 パ ワ ー Y k と 抽 出 発 生 音 パ ワ ー E k の 比 較 で は

、 比 較 条 件 に 用 い る 倍 率 α を 時 間 経 過 に よ ら ず 不 変 で あ る も の と し て 扱 っ た が 、 一 定 の タ

イ ミ ン グ で 倍 率 α を 更 新 す る よ う に し て も よ い 。 一 定 の タ イ ミ ン グ で 更 新 す る よ う に す る

と 、 会 場 で の 人 数 の 変 化 や 会 場 の 温 度 の 変 化 な ど に 対 し て 、 倍 率 α が 追 従 す る こ と が で き

る よ う に な る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 例 え ば 、 α 0 （ た だ し 、 α 0 は あ ら か じ め 定 め ら れ た 正 の 定 数 ） を 倍 率 の 初 期 値 と し て 、

サ ン プ ル ご と に 倍 率 α を 更 新 し て 比 較 す る よ う に し て も よ い 。 具 体 的 に は 、 k=1,… と し て

、 E k >α k - 1 Y k の 場 合 、 e＇ (k)=e(k)と し 、 E k ≦ α k - 1 Y k の 場 合 、 e＇ (k)=0と し て 補 正 済 抽 出

発 生 音 e＇ (k)を 生 成 す る 。 次 に 、 次 の サ ン プ ル の た め の 倍 率 と し て α k =E k /Y k を 求 め 、 同

様 に E k + 1 >α k Y k + 1 の 場 合 、 e＇ (k+1)=e(k+1)と し 、 E k + 1 ≦ α k Y k + 1 の 場 合 、 e＇ (k+1)=0と し

て 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k+1)を 生 成 す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 な お 、 倍 率 α を α k =(E k - L + 1 /Y k - L + 1 +… +E k /Y k )/Lと い う よ う に Lサ ン プ ル 分 の 平 均 値 と

し て も よ い 。 さ ら に 、 単 純 な 平 均 と す る 代 わ り に 、 倍 率 α の 計 算 に 忘 却 係 数 を 定 め た フ ィ

ル タ を 用 い て も よ い し 、 線 形 関 数 や 非 線 形 関 数 を 用 い て も か ま わ な い 。 例 え ば 、 ω と σ を

実 数 の 定 数 （ た だ し 、 ω >0） と し て 、 ガ ウ ス 窓 を 用 い て 定 義 さ れ る 忘 却 係 数 W(i)(i=0,1,

… )に よ り 、 倍 率 α k を 以 下 の よ う に 求 め て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ０ 】
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【 数 ４ 】

【 ０ ０ ５ １ 】

（ 変 形 例 ２ ）

　 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 が 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)の 代 わ り に 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)

を 生 成 す る た め に 用 い る パ ラ メ ー タ で あ る 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ p(k)を 生 成 す る よ

う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 以 下 、 図 ７ ～ 図 ８ を 参 照 し て 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 １ ０ １ に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ は 、 抽

出 発 生 音 補 正 装 置 １ ０ １ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ８ は 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 １

０ １ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ７ か ら わ か る よ う に 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 １

０ １ は 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ 生 成 部 １ ３ ０ を さ ら に 含 む 点 に お い て の み 抽 出 発 生

音 補 正 装 置 １ ０ ０ と 異 な る 。 ま た 、 図 ８ か ら わ か る よ う に 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 １ ０ １ の

動 作 は 、 Ｓ １ ３ ０ が 追 加 さ れ て い る 点 に お い て の み 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 １ ０ ０ の 動 作 と 異

な る 。 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ 生 成 部 １ ３ ０ は 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)か ら 補 正 済

抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ p(k)を 生 成 す る （ Ｓ １ ３ ０ ） 。 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 生 成 す る

た め に 用 い る こ と の で き る パ ラ メ ー タ で あ れ ば 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ は ど の よ う

な も の で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 含 む 一 定 時 間 の 補 正 済 抽 出 発

生 音 の パ ワ ー E＇ k を 用 い て 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ p(k)を 生 成 す る こ と が で き る （

式 (2)参 照 ） 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

【 数 ５ 】

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 具 体 的 に は 、 パ ワ ー E＇ k の 取 り 得 る 値 の 範 囲 を あ ら か じ め 定 め ら れ た 場 合 の 数 に 量 子 化

し て 得 ら れ る イ ン デ ッ ク ス を 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ p(k)と す る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 な お 、 後 述 す る 式 (8)や 式 (6)の よ う に 、 一 定 時 間 で の 絶 対 値 和 や 任 意 の 累 乗 和 な ど を 上

記 パ ワ ー E＇ k の 代 わ り に 用 い て 、 同 様 の 手 順 に よ り 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ p(k)を

生 成 す る よ う に し て も よ い 。 さ ら に 、 そ れ ら の 対 数 を 取 っ た も の （ logΣ i = k - K + 1
k
e(i)× e

(i), logΣ i = k - K + 1
k
|e(i) | , logΣ i = k - K + 1

k
e(i)× e(i)× e(i)× e(i)） を 用 い て 、 同 様 の

手 順 に よ り 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ p(k)を 生 成 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ま た 、 p(k)の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 が 伝 送 フ ォ ー マ ッ ト の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 と 異 な る こ

と も あ る 。 こ の 場 合 、 伝 送 フ ォ ー マ ッ ト の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を 考 慮 し て 、 p(k)の サ ン プ

リ ン グ 周 波 数 を 変 更 し た 新 た な パ ラ メ ー タ p＇ (j)(j=1,2,… 、 た だ し 、 jは サ ン プ ル 番 号 )

を 生 成 す る よ う に し て も よ い 。 例 え ば 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 が 48kHzで あ る p(k)を 、 伝 送

フ ォ ー マ ッ ト の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 8kHzで サ ン プ リ ン グ し た パ ラ メ ー タ p＇ (k)に 変 更 し た

い と き は 、 次 式 の よ う に 平 均 値 を 求 め て 、 変 更 す る よ う に し て も よ い し 、 音 響 信 号 で 使 わ

れ る よ う な リ サ ン プ ラ を 用 い て 変 更 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ７ 】
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【 数 ６ 】

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 さ ら に 、 p(k)や p＇ (j)の 量 子 化 精 度 と 伝 送 フ ォ ー マ ッ ト の 量 子 化 精 度 が 異 な る 場 合 に は

、 量 子 化 精 度 を 変 換 し た パ ラ メ ー タ p^(k)や p＇ ^(j)を 生 成 す る よ う に し て も よ い 。 例 え ば

p(k)の 量 子 化 精 度 が 16ビ ッ ト 、 p^(k)の 量 子 化 精 度 が 8ビ ッ ト で あ る 場 合 に は 、 単 純 に p(k)

を 8ビ ッ ト 右 に シ フ ト 、 つ ま り 、 p^(k)=p(k)>>8と 演 算 し て 量 子 化 精 度 を 変 換 し て も よ い （

8ビ ッ ト 右 に シ フ ト す る 代 わ り に 、 256で 割 る よ う に し て も よ い ） 。 も し く は 、 ITU-T G.71

1の A-law/μ -law変 換 の よ う に 、 16ビ ッ ト 精 度 を 一 度 14ビ ッ ト 精 度 に 落 と し て か ら 、 対 数

関 数 で 変 換 し て 8ビ ッ ト 精 度 に 変 換 す る よ う に し て も よ い 。 な お 、 以 上 の 処 理 は 、 ル ッ ク

ア ッ プ テ ー ブ ル を 用 い て 、 p^(k)=LUT(p(k))や p＇ ^(j)=LUT(p＇ (j))の よ う に 変 換 し て も よ

い 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 聴 感 上 の 違 和 感 を 抑 え る よ う に 、 大 き な 会 場 で 発 生 し た 音 を 抽 出 し た

抽 出 発 生 音 を 補 正 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ス ピ ー カ と マ イ ク が 近 く に な く 、 あ え

て 残 響 を 加 え る よ う に 設 計 さ れ て い る 会 場 で 発 生 し た 音 も 適 切 に 抽 出 ・ 補 正 す る こ と が で

き る よ う に な る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

＜ 第 二 実 施 形 態 ＞

　 環 境 音 c1(k)が 例 え ば 拍 手 音 で あ る 場 合 、 図 ９ の 網 掛 け 部 （ 点 線 枠 部 ） に 示 す よ う に 、

環 境 音 c1(k)は 時 間 方 向 に ス パ ー ス な 信 号 と な る 。 そ こ で 、 抽 出 発 生 音 e(k)の 時 間 方 向 に

お け る ス パ ー ス さ の 程 度 を 調 べ 、 ス パ ー ス で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 環 境 音 c1(k)が 入 力

音 x(k)に 比 べ て 十 分 に 大 き い と 判 断 し て 、 e＇ (k)=e(k)と し 、 ス パ ー ス で な い と 判 定 さ れ

た 場 合 、 環 境 音 c1(k) が 入 力 音 x(k)に 比 べ て 十 分 に 小 さ く 、 環 境 音 c1(k)が 抽 出 で き な い

と し て 、 e＇ (k)=0と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 を 生 成 す る よ う に す る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 以 下 、 図 １ ０ ～ 図 １ １ を 参 照 し て 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ２ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ０

は 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ２ ０ ０ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 １ １ は 、 抽 出 発 生 音 補

正 装 置 ２ ０ ０ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ ０ に 示 す よ う に 抽 出 発 生 音 補 正 装

置 ２ ０ ０ は 、 ス パ ー ス 尺 度 算 出 部 ２ １ ０ 、 抽 出 発 生 音 補 正 部 ２ ２ ０ 、 記 録 部 １ ９ ０ を 含 む

。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 図 １ ０ に 従 い 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ２ ０ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ス パ ー ス 尺 度 算 出 部

２ １ ０ は 、 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 、 抽 出 発 生 音 e(k)の ス パ ー ス 尺 度 S k を 算 出 す る （ Ｓ ２ １ ０

） 。 ス パ ー ス 尺 度 と は 、 時 間 方 向 に お け る ス パ ー ス さ の 程 度 を 表 す 値 で あ る 。 例 え ば 、 サ

ン プ ル k以 前 の K個 の サ ン プ ル の 抽 出 発 生 音 を 用 い て 、 ス パ ー ス 尺 度 S k を 次 式 に よ り 算 出 し

て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

【 数 ７ 】
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【 ０ ０ ６ ４ 】

　 な お 、 E2 k ,E4 k の こ と を 尖 度 と い い 、 ス パ ー ス 尺 度 S k の こ と を 尖 度 係 数 と い う こ と も あ

る 。 ま た 、 ス パ ー ス 尺 度 S k を 次 式 に よ り 算 出 し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

【 数 ８ 】

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 さ ら に 、 別 の 例 と し て 、 振 幅 絶 対 値 の 最 大 値 と 振 幅 絶 対 値 の 平 均 値 か ら 算 出 さ れ る 比 を

ス パ ー ス 尺 度 S k と し て 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

【 数 ９ 】

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 な お 、 振 幅 絶 対 値 の 最 大 値 の 代 わ り に 、 上 位 P個 （ た だ し 、 P<K） の 平 均 値 を E0 k と し て

も よ い 。 つ ま り 、 j=1,… ,Pに 対 し て 、 f j を |e(i) |（ i=k-K+1,… ,k） の 中 で j番 目 に 大 き い

値 と し て 、 E0 k =(f 1 +f 2 +… +f P )/Pと し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 抽 出 発 生 音 補 正 部 ２ ２ ０ は 、 ス パ ー ス 尺 度 S k を 用 い て 、 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 補 正 済 抽 出

発 生 音 e＇ (k)を 生 成 す る （ Ｓ ２ ２ ０ ） 。 例 え ば 、 β を あ ら か じ め 定 め ら れ た 定 数 （ 以 下 、

β の こ と を 閾 値 と も い う ） と し て 、 S k >β の 場 合 、 e＇ (k)=e(k)と し 、 S k ≦ β の 場 合 、 e＇ (

k)=0と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 を 生 成 す る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 も ち ろ ん 、 S k >β 、 S k ≦ β の 代 わ り に 、 S k ≧ β 、 S k <β を 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 以 上 ま と め る と 、 S k ≦ β ま た は S k <β と な る 場 合 、 e＇ (k)=0と し 、 そ れ 以 外 の 場 合 は 、 e

＇ (k)=e(k)と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 生 成 す る 。 あ ら か じ め 定 め ら れ た 定 数 β に 対

し て S k ≦ β ま た は S k <β と な る こ と を 、 ス パ ー ス 尺 度 S k が 小 さ い こ と を 示 す 所 定 の 範 囲 に

あ る と い う 。 こ の と き 、 β の こ と を ス パ ー ス 尺 度 S k が 小 さ い こ と を 示 す 所 定 の 範 囲 に あ る

こ と を 示 す 値 と い う 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

（ 変 形 例 １ ）

　 抽 出 発 生 音 補 正 部 ２ ２ ０ に お け る ス パ ー ス 尺 度 S k と 閾 値 β の 比 較 で は 、 比 較 条 件 に 用 い

る 閾 値 β を 時 間 経 過 に よ ら ず 不 変 で あ る も の と し て 扱 っ た が 、 一 定 の タ イ ミ ン グ で 閾 値 β

を 更 新 す る よ う に し て も よ い 。 一 定 の タ イ ミ ン グ で 更 新 す る よ う に す る と 、 会 場 で の 人 数

の 変 化 や 会 場 の 温 度 の 変 化 な ど に 対 し て 、 閾 値 β が 追 従 す る こ と が で き る よ う に な る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 例 え ば 、 β 0 （ た だ し 、 β 0 は あ ら か じ め 定 め ら れ た 数 ） を 閾 値 の 初 期 値 と し て 、 サ ン プ
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ル ご と に 閾 値 β を 更 新 し て 比 較 す る よ う に し て も よ い 。 具 体 的 に は 、 k=1,… と し て 、 S k >

β k - 1 の 場 合 、 e＇ (k)= e(k)と し 、 S k ≦ β k - 1 の 場 合 、 e＇ (k)=0と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 e

＇ (k)を 生 成 す る 。 次 に 、 次 の サ ン プ ル の た め の 閾 値 を β k =S k と し 、 同 様 に S k + 1 >β k の 場

合 、 e＇ (k+1)=e(k+1)と し 、 S k + 1 ≦ β k の 場 合 、 e＇ (k+1)=0と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k+

1)を 生 成 す る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 な お 、 閾 値 β を β k =(S k - L + 1 +… +S k )/Lと い う よ う に Lサ ン プ ル 分 の 平 均 値 と し て も よ い

。 さ ら に 、 単 純 な 平 均 と す る 代 わ り に 、 閾 値 β の 計 算 に 忘 却 係 数 を 定 め た フ ィ ル タ を 用 い

て も よ い し 、 線 形 関 数 や 非 線 形 関 数 を 用 い て も か ま わ な い 。 例 え ば 、 ω と σ を 実 数 の 定 数

（ た だ し 、 ω >0） と し て 、 ガ ウ ス 窓 を 用 い て 定 義 さ れ る 忘 却 係 数 W(i)(i=0,1,… )に よ り 、

閾 値 β k を 以 下 の よ う に 求 め て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

【 数 １ ０ 】

【 ０ ０ ７ ６ 】

（ 変 形 例 ２ ）

　 第 一 実 施 形 態 で 説 明 し た よ う に 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 が 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)の 代

わ り に 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 生 成 す る た め に 用 い る パ ラ メ ー タ で あ る 補 正 済 抽 出 発

生 音 パ ラ メ ー タ p(k)を 生 成 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 以 下 、 図 １ ２ ～ 図 １ ３ を 参 照 し て 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ２ ０ １ に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ２

は 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ２ ０ １ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 １ ３ は 、 抽 出 発 生 音 補

正 装 置 ２ ０ １ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ ２ か ら わ か る よ う に 、 抽 出 発 生 音

補 正 装 置 ２ ０ １ は 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ 生 成 部 １ ３ ０ を さ ら に 含 む 点 に お い て の

み 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ２ ０ ０ と 異 な る 。 ま た 、 図 １ ３ か ら わ か る よ う に 、 抽 出 発 生 音 補 正

装 置 ２ ０ １ の 動 作 は 、 Ｓ １ ３ ０ が 追 加 さ れ て い る 点 に お い て の み 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ２ ０

０ の 動 作 と 異 な る 。 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ 生 成 部 １ ３ ０ は 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (

k)か ら 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ p(k)を 生 成 す る （ Ｓ １ ３ ０ ） 。 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (

k)を 生 成 す る た め に 用 い る こ と の で き る パ ラ メ ー タ で あ れ ば 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー

タ は ど の よ う な も の で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 聴 感 上 の 違 和 感 を 抑 え る よ う に 、 大 き な 会 場 で 発 生 し た 音 を 抽 出 し た

抽 出 発 生 音 を 補 正 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ス ピ ー カ と マ イ ク が 近 く に な く 、 あ え

て 残 響 を 加 え る よ う に 設 計 さ れ て い る 会 場 で 発 生 し た 音 も 適 切 に 抽 出 ・ 補 正 す る こ と が で

き る よ う に な る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

＜ 第 三 実 施 形 態 ＞

　 環 境 音 c1(k)が 例 え ば 拍 手 音 で あ る 場 合 、 環 境 音 c1(k)の ス ペ ク ト ル 包 絡 は 平 坦 と な る 。

そ こ で 、 抽 出 発 生 音 e(k)の ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い を 調 べ 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 が 平 坦 で

あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 環 境 音 c1(k)が 入 力 音 x(k)に 比 べ て 十 分 に 大 き い と 判 断 し て 、 e＇

(k)=e(k)と し 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 が 平 坦 で な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 環 境 音 c1(k) が 入 力 音 x(

k)に 比 べ て 十 分 に 小 さ く 、 環 境 音 c1(k)が 抽 出 で き な い と し て 、 e＇ (k)=0と し て 補 正 済 抽

出 発 生 音 を 生 成 す る よ う に す る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 以 下 、 図 １ ４ ～ 図 １ ５ を 参 照 し て 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ４ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ４

は 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ４ ０ ０ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 １ ５ は 、 抽 出 発 生 音 補
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正 装 置 ４ ０ ０ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ ４ に 示 す よ う に 抽 出 発 生 音 補 正 装

置 ４ ０ ０ は 、 ス ペ ク ト ル 平 坦 指 標 値 算 出 部 ４ １ ０ 、 抽 出 発 生 音 補 正 部 ４ ２ ０ 、 記 録 部 １ ９

０ を 含 む 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 図 １ ４ に 従 い 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ４ ０ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ス ペ ク ト ル 平 坦 指 標

値 算 出 部 ４ １ ０ は 、 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 、 抽 出 発 生 音 e(k)の ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い

の 指 標 値 Q k を 算 出 す る （ Ｓ ４ １ ０ ） 。 例 え ば 、 ス ペ ク ト ル 平 坦 指 標 値 算 出 部 ４ １ ０ は 、 サ

ン プ ル kを 含 む 一 定 時 間 （ 例 え ば 、 フ レ ー ム ） の サ ン プ ル の 抽 出 発 生 音 を 用 い て 、 ス ペ ク

ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k を 以 下 の 例 １ か ら 例 ５ の 何 れ か に よ り 算 出 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 （ 例 １ ）

　 ス ペ ク ト ル 平 坦 指 標 値 算 出 部 ４ １ ０ は 、 抽 出 発 生 音 e(k)を 含 む 一 定 時 間 の サ ン プ ル か ら

T次 の LSPパ ラ メ ー タ θ [1],θ [2],… ,θ [T]を 得 て 、 得 た T次 の LSPパ ラ メ ー タ θ [1],θ [2],

… ,θ [T]を 用 い て 、 下 記 の 式 (A1)に よ り 求 ま る 指 標 値 Q1 k を ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い

の 指 標 値 Q k と し て 得 る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

【 数 １ １ 】

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 （ 例 ２ ）

　 ス ペ ク ト ル 平 坦 指 標 値 算 出 部 ４ １ ０ は 、 抽 出 発 生 音 e(k)を 含 む 一 定 時 間 の サ ン プ ル か ら

T次 の LSPパ ラ メ ー タ θ [1],θ [2],… ,θ [T]を 得 て 、 得 た T次 の LSPパ ラ メ ー タ θ [1],θ [2],

… ,θ [T]を 用 い て 、 隣 接 す る LSPパ ラ メ ー タ の 間 隔 の 最 小 値 、 す な わ ち 、 下 記 の 式 (A2)に

よ り 求 ま る 指 標 値 Q2 k を ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k と し て 得 る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

【 数 １ ２ 】

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 （ 例 ３ ）

　 ス ペ ク ト ル 平 坦 指 標 値 算 出 部 ４ １ ０ は 、 抽 出 発 生 音 e(k)を 含 む 一 定 時 間 の サ ン プ ル か ら

T次 の LSPパ ラ メ ー タ θ [1],θ [2],… ,θ [T]を 得 て 、 得 た T次 の LSPパ ラ メ ー タ θ [1],θ [2],

… ,θ [T]を 用 い て 、 隣 接 す る LSPパ ラ メ ー タ の 間 隔 の 値 と 最 低 次 の LSPパ ラ メ ー タ の 値 の う

ち の 最 小 値 、 す な わ ち 、 下 記 の 式 (A3)に よ り 求 ま る 指 標 値 Q3 k を ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度

合 い の 指 標 値 Q k と し て 得 る 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

【 数 １ ３ 】

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 （ 例 ４ ）
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　 ス ペ ク ト ル 平 坦 指 標 値 算 出 部 ４ １ ０ は 、 抽 出 発 生 音 e(k)を 含 む 一 定 時 間 の サ ン プ ル か ら

T次 の PARCOR係 数 par[1],par[2],… ,par[T]を 得 て 、 得 た T次 の PARCOR係 数 par[1],par[2],

… ,par[T]を 用 い て 、 下 記 の 式 (A4)に よ り 求 ま る 指 標 値 Q4 k を ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い

の 指 標 値 Q k と し て 得 る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

【 数 １ ４ 】

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 （ 例 ５ ）

　 ス ペ ク ト ル 平 坦 指 標 値 算 出 部 ４ １ ０ は 、 ま ず 、 例 １ か ら 例 ４ の う ち の 何 れ か ２ 個 以 上 の

方 法 に よ り 、 指 標 値 Q1 k , Q2 k , Q3 k , Q4 k の う ち の 何 れ か ２ 個 以 上 を 得 る 。 ス ペ ク ト ル 平 坦

指 標 値 算 出 部 ４ １ ０ は 、 さ ら に 、 こ こ で 得 た ２ 個 以 上 の 指 標 値 の 重 み 付 け 加 算 に よ り 、 そ

れ ぞ れ の 指 標 値 が 大 き な 値 に な る ほ ど 大 き な 値 に な る 重 み 付 け 加 算 後 指 標 値 を 、 ス ペ ク ト

ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k と し て 得 る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 抽 出 発 生 音 補 正 部 ４ ２ ０ は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k を 用 い て 、 抽 出 発

生 音 e(k)か ら 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 生 成 す る （ Ｓ ４ ２ ０ ） 。 例 え ば 、 γ を あ ら か じ め

定 め ら れ た 定 数 （ 以 下 、 γ の こ と を 閾 値 と も い う ） と し て 、 Q k >γ の 場 合 、 e＇ (k)=e(k)と

し 、 Q k ≦ γ の 場 合 、 e＇ (k)=0と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 を 生 成 す る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 も ち ろ ん 、 Q k >γ 、 Q k ≦ γ の 代 わ り に 、 Q k ≧ γ 、 Q k <γ を 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 以 上 ま と め る と 、 Q k ≦ γ ま た は Q k <γ と な る 場 合 、 e＇ (k)=0と し 、 そ れ 以 外 の 場 合 は 、 e

＇ (k)=e(k)と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 生 成 す る 。 あ ら か じ め 定 め ら れ た 定 数 γ に 対

し て Q k ≦ γ ま た は Q k <γ と な る こ と を 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k が 小 さ い

こ と を 示 す 所 定 の 範 囲 に あ る と い う 。 こ の と き 、 γ の こ と を ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い

の 指 標 値 Q k が 小 さ い こ と を 示 す 所 定 の 範 囲 に あ る こ と を 示 す 値 と い う 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

（ 変 形 例 １ ）

　 抽 出 発 生 音 補 正 部 ４ ２ ０ に お け る ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k と 閾 値 γ の 比

較 で は 、 比 較 条 件 に 用 い る 閾 値 γ を 時 間 経 過 に よ ら ず 不 変 で あ る も の と し て 扱 っ た が 、 一

定 の タ イ ミ ン グ で 閾 値 γ を 更 新 す る よ う に し て も よ い 。 一 定 の タ イ ミ ン グ で 更 新 す る よ う

に す る と 、 会 場 で の 人 数 の 変 化 や 会 場 の 温 度 の 変 化 な ど に 対 し て 、 閾 値 γ が 追 従 す る こ と

が で き る よ う に な る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 例 え ば 、 γ 0 （ た だ し 、 γ 0 は あ ら か じ め 定 め ら れ た 数 ） を 閾 値 の 初 期 値 と し て 、 サ ン プ

ル ご と に 閾 値 γ を 更 新 し て 比 較 す る よ う に し て も よ い 。 具 体 的 に は 、 k=1,… と し て 、 Q k >

γ k - 1 の 場 合 、 e＇ (k)= e(k)と し 、 Q k ≦ γ k - 1 の 場 合 、 e＇ (k)=0と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 e

＇ (k)を 生 成 す る 。 次 に 、 次 の サ ン プ ル の た め の 閾 値 を γ k =Q k と し 、 同 様 に Q k + 1 >γ k の 場

合 、 e＇ (k+1)=e(k+1)と し 、 Q k + 1 ≦ γ k の 場 合 、 e＇ (k+1)=0と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k+

1)を 生 成 す る 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 な お 、 閾 値 γ を γ k =(γ k - L + 1 +… +γ k )/Lと い う よ う に Lサ ン プ ル 分 の 平 均 値 と し て も よ

い 。 さ ら に 、 単 純 な 平 均 と す る 代 わ り に 、 閾 値 γ の 計 算 に 忘 却 係 数 を 定 め た フ ィ ル タ を 用

い て も よ い し 、 線 形 関 数 や 非 線 形 関 数 を 用 い て も か ま わ な い 。 例 え ば 、 ω と σ を 実 数 の 定

数 （ た だ し 、 ω >0） と し て 、 ガ ウ ス 窓 を 用 い て 定 義 さ れ る 忘 却 係 数 W(i)(i=0,1,… )に よ り

、 閾 値 γ k を 以 下 の よ う に 求 め て も よ い 。
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【 ０ ０ ９ ７ 】

【 数 １ ５ 】

【 ０ ０ ９ ８ 】

（ 変 形 例 ２ ）

　 第 一 実 施 形 態 お よ び 第 二 実 施 形 態 で 説 明 し た よ う に 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 が 、 補 正 済 抽

出 発 生 音 e＇ (k)の 代 わ り に 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 生 成 す る た め に 用 い る パ ラ メ ー タ

で あ る 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ p(k)を 生 成 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 以 下 、 図 １ ６ ～ 図 １ ７ を 参 照 し て 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ４ ０ １ に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ６

は 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ４ ０ １ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 １ ７ は 、 抽 出 発 生 音 補

正 装 置 ４ ０ １ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ ６ か ら わ か る よ う に 、 抽 出 発 生 音

補 正 装 置 ４ ０ １ は 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ 生 成 部 １ ３ ０ を さ ら に 含 む 点 に お い て の

み 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ４ ０ ０ と 異 な る 。 ま た 、 図 １ ７ か ら わ か る よ う に 、 抽 出 発 生 音 補 正

装 置 ４ ０ １ の 動 作 は 、 Ｓ １ ３ ０ が 追 加 さ れ て い る 点 に お い て の み 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ４ ０

０ の 動 作 と 異 な る 。 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ 生 成 部 １ ３ ０ は 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (

k)か ら 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ p(k)を 生 成 す る （ Ｓ １ ３ ０ ） 。 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (

k)を 生 成 す る た め に 用 い る こ と の で き る パ ラ メ ー タ で あ れ ば 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー

タ は ど の よ う な も の で あ っ て も よ い 。

【 ０ １ ０ ０ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 聴 感 上 の 違 和 感 を 抑 え る よ う に 、 大 き な 会 場 で 発 生 し た 音 を 抽 出 し た

抽 出 発 生 音 を 補 正 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ス ピ ー カ と マ イ ク が 近 く に な く 、 あ え

て 残 響 を 加 え る よ う に 設 計 さ れ て い る 会 場 で 発 生 し た 音 も 適 切 に 抽 出 ・ 補 正 す る こ と が で

き る よ う に な る 。

【 ０ １ ０ １ 】

＜ 第 四 実 施 形 態 ＞

　 第 一 実 施 形 態 で は パ ワ ー 比 E k /Y k を 、 第 三 実 施 形 態 で は ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の

指 標 値 Q k を 用 い て 、 抽 出 発 生 音 を 補 正 す る た め の 条 件 判 定 を 行 っ た 。 こ こ で は 、 パ ワ ー 比

E k /Y k と ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k の ２ つ を 用 い た 条 件 判 定 を 行 う 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 以 下 、 図 １ ８ ～ 図 １ ９ を 参 照 し て 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ８

は 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ０ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 １ ９ は 、 抽 出 発 生 音 補

正 装 置 ３ ０ ０ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ ８ に 示 す よ う に 抽 出 発 生 音 補 正 装

置 ３ ０ ０ は 、 パ ワ ー 算 出 部 １ １ ０ 、 ス ペ ク ト ル 平 坦 指 標 値 算 出 部 ４ １ ０ 、 抽 出 発 生 音 補 正

部 ３ ２ ０ 、 記 録 部 １ ９ ０ を 含 む 。

【 ０ １ ０ ３ 】

　 図 １ ９ に 従 い 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 パ ワ ー 算 出 部 １ １ ０

は 、 収 音 会 場 音 y(k)と 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 、 収 音 会 場 音 y(k)の パ ワ ー で あ る 収 音 会 場 音 パ

ワ ー Y k と 抽 出 発 生 音 e(k)の パ ワ ー で あ る 抽 出 発 生 音 パ ワ ー E k を 算 出 す る （ Ｓ １ １ ０ ） 。 ス

ペ ク ト ル 平 坦 指 標 値 算 出 部 ４ １ ０ は 、 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 、 抽 出 発 生 音 e(k)の ス ペ ク ト ル

包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k を 算 出 す る （ Ｓ ４ １ ０ ） 。 抽 出 発 生 音 補 正 部 ３ ２ ０ は 、 収 音

会 場 音 パ ワ ー Y k と 抽 出 発 生 音 パ ワ ー E k と ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k を 用 い て

、 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 生 成 す る （ Ｓ ３ ２ ０ ） 。 例 え ば 、 倍 率 α

、 閾 値 γ に 対 し て 、 E k >α Y k か つ Q k >γ （ E k ≧ α Y k か つ Q k ≧ γ ） と な る 場 合 、 e＇ (k)=e(k)

と し 、 そ れ 以 外 の 場 合 は e＇ (k)=0と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 を 生 成 す る 。 そ の 際 、 例 え ば 、
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Y k ,E k に つ い て は 式 (1)、 式 (2)を 用 い て 、 Q k に つ い て は 第 三 実 施 形 態 で 説 明 し た 例 １ ～ 例

５ に よ り 算 出 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ４ 】

　 も ち ろ ん 、 例 え ば 、 倍 率 α 、 閾 値 γ に 対 し て 、 E k ≦ α Y k か つ Q k ≦ γ （ E k <α Y k か つ Q k <γ

） と な る 場 合 、 e＇ (k)=0と し 、 そ れ 以 外 の 場 合 は e＇ (k)=e(k)と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 を

生 成 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ １ ０ ５ 】

　 さ ら に 、 抽 出 発 生 音 補 正 部 ３ ２ ０ に お け る 抽 出 発 生 音 を 補 正 す る た め の 条 件 判 定 に 用 い

る 条 件 を 複 数 に し て も よ い 。 例 え ば 、 抽 出 発 生 音 補 正 部 ３ ２ ０ が 、 収 音 会 場 音 パ ワ ー Y k と

抽 出 発 生 音 パ ワ ー E k と ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k を 用 い て 、 抽 出 発 生 音 e(k)

か ら 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 生 成 す る 際 、 倍 率 α 1,α 2、 閾 値 γ 1,γ 2（ た だ し 、 α 1<α

2、 γ 1>γ 2） に 対 し て 、 以 下 の 第 １ 条 件 、 第 ２ 条 件 の い ず れ か が 成 立 す る 場 合 、 e＇ (k)=e

(k)と し 、 そ れ 以 外 の 場 合 は e＇ (k)=0と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 を 生 成 す る 。

第 １ 条 件 ： E k >α 1・ Y k か つ Q k >γ 1

第 ２ 条 件 ： E k >α 2・ Y k か つ Q k >γ 2

　 も ち ろ ん 、 倍 率 α 1,α 2、 閾 値 γ 1,γ 2（ た だ し 、 α 1<α 2、 γ 1>γ 2） に 対 し て 、 以 下 の

第 ３ 条 件 、 第 ４ 条 件 の い ず れ か が 成 立 す る 場 合 、 e＇ (k)=0と し 、 そ れ 以 外 の 場 合 は e＇ (k)

=e(k)と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 を 生 成 す る よ う に し て も よ い 。

第 ３ 条 件 ： E k ≦ α 1・ Y k か つ Q k ≦ γ 1

第 ４ 条 件 ： E k ≦ α 2・ Y k か つ Q k ≦ γ 2

【 ０ １ ０ ６ 】

（ 変 形 例 １ ）

　 第 一 実 施 形 態 や 第 三 実 施 形 態 で 説 明 し た よ う に 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 が 、 補 正 済 抽 出 発

生 音 e＇ (k)の 代 わ り に 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 生 成 す る た め に 用 い る パ ラ メ ー タ で あ

る 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ p(k)を 生 成 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 以 下 、 図 ２ ０ ～ 図 ２ １ を 参 照 し て 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ １ に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ ０

は 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ １ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ １ は 、 抽 出 発 生 音 補

正 装 置 ３ ０ １ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ２ ０ か ら わ か る よ う に 、 抽 出 発 生 音

補 正 装 置 ３ ０ １ は 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ 生 成 部 １ ３ ０ を さ ら に 含 む 点 に お い て の

み 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ０ と 異 な る 。 ま た 、 図 ２ １ か ら わ か る よ う に 、 抽 出 発 生 音 補 正

装 置 ３ ０ １ の 動 作 は 、 Ｓ １ ３ ０ が 追 加 さ れ て い る 点 に お い て の み 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０

０ の 動 作 と 異 な る 。 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ 生 成 部 １ ３ ０ は 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (

k)か ら 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ p(k)を 生 成 す る （ Ｓ １ ３ ０ ） 。 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (

k)を 生 成 す る た め に 用 い る こ と の で き る パ ラ メ ー タ で あ れ ば 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー

タ は ど の よ う な も の で あ っ て も よ い 。

【 ０ １ ０ ８ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 聴 感 上 の 違 和 感 を 抑 え る よ う に 、 大 き な 会 場 で 発 生 し た 音 を 抽 出 し た

抽 出 発 生 音 を 補 正 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ス ピ ー カ と マ イ ク が 近 く に な く 、 あ え

て 残 響 を 加 え る よ う に 設 計 さ れ て い る 会 場 で 発 生 し た 音 も 適 切 に 抽 出 ・ 補 正 す る こ と が で

き る よ う に な る 。

【 ０ １ ０ ９ 】

＜ 第 五 実 施 形 態 ＞

　 第 四 実 施 形 態 で は パ ワ ー 比 E k /Y k と ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k の ２ つ を 用

い て 、 抽 出 発 生 音 を 補 正 す る た め の 条 件 判 定 を 行 っ た 。 こ こ で は 、 ス パ ー ス 尺 度 S k と ス ペ

ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k の ２ つ を 用 い た 条 件 判 定 を 行 う 。

【 ０ １ １ ０ 】

　 以 下 、 図 ２ ２ ～ 図 ２ ３ を 参 照 し て 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ２ に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ ２

は 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ２ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ ３ は 、 抽 出 発 生 音 補

正 装 置 ３ ０ ２ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ２ ２ に 示 す よ う に 抽 出 発 生 音 補 正 装
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置 ３ ０ ２ は 、 ス パ ー ス 尺 度 算 出 部 ２ １ ０ 、 ス ペ ク ト ル 平 坦 指 標 値 算 出 部 ４ １ ０ 、 抽 出 発 生

音 補 正 部 ３ ２ ２ 、 記 録 部 １ ９ ０ を 含 む 。

【 ０ １ １ １ 】

　 図 ２ ３ に 従 い 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ２ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ス パ ー ス 尺 度 算 出 部

２ １ ０ は 、 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 、 抽 出 発 生 音 e(k)の ス パ ー ス 尺 度 S k を 算 出 す る （ Ｓ ２ １ ０

） 。 ス ペ ク ト ル 平 坦 指 標 値 算 出 部 ４ １ ０ は 、 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 、 抽 出 発 生 音 e(k)の ス ペ

ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k を 算 出 す る （ Ｓ ４ １ ０ ） 。 抽 出 発 生 音 補 正 部 ３ ２ ２ は

、 ス パ ー ス 尺 度 S k と ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k を 用 い て 、 抽 出 発 生 音 e(k)か

ら 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 生 成 す る （ Ｓ ３ ２ ２ ） 。 例 え ば 、 閾 値 β 、 閾 値 γ に 対 し て 、

S k >β か つ Q k >γ （ S k ≧ β か つ Q k ≧ γ ） と な る 場 合 、 e＇ (k)=e(k)と し 、 そ れ 以 外 の 場 合 は e

＇ (k)=0と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 を 生 成 す る 。 そ の 際 、 例 え ば 、 S k に つ い て は 、 式 (5)～ 式

(7)、 ま た は 、 式 (8)～ 式 (10)、 ま た は 、 式 (11)～ 式 (13)を 用 い て 算 出 す る こ と が で き る 。

ま た 、 Q k に つ い て は 第 三 実 施 形 態 で 説 明 し た 例 １ ～ 例 ５ に よ り 算 出 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ １ ２ 】

　 も ち ろ ん 、 例 え ば 、 閾 値 β 、 閾 値 γ に 対 し て 、 S k ≦ β か つ Q k ≦ γ （ S k <β か つ Q k <γ ） と

な る 場 合 、 e＇ (k)=0と し 、 そ れ 以 外 の 場 合 は e＇ (k)=e(k)と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 を 生 成

す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ １ １ ３ 】

　 さ ら に 、 抽 出 発 生 音 補 正 部 ３ ２ ０ に お け る 抽 出 発 生 音 を 補 正 す る た め の 条 件 判 定 に 用 い

る 条 件 を 複 数 に し て も よ い 。 例 え ば 、 抽 出 発 生 音 補 正 部 ３ ２ ０ が 、 ス パ ー ス 尺 度 S k と ス ペ

ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k を 用 い て 、 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (

k)を 生 成 す る 際 、 閾 値 β 1,β 2,γ 1,γ 2（ た だ し 、 β 1<β 2、 γ 1>γ 2） に 対 し て 、 以 下 の

第 １ 条 件 、 第 ２ 条 件 の い ず れ か が 成 立 す る 場 合 、 e＇ (k)=e(k)と し 、 そ れ 以 外 の 場 合 は e＇

(k)=0と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 を 生 成 す る 。

第 １ 条 件 ： S k >β 1か つ Q k >γ 1

第 ２ 条 件 ： S k >β 2か つ Q k >γ 2

　 も ち ろ ん 、 閾 値 β 1,β 2,γ 1,γ 2（ た だ し 、 β 1<β 2、 γ 1>γ 2） に 対 し て 、 以 下 の 第 ３

条 件 、 第 ４ 条 件 の い ず れ か が 成 立 す る 場 合 、 e＇ (k)=0と し 、 そ れ 以 外 の 場 合 は e＇ (k)=e(k

)と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 を 生 成 す る よ う に し て も よ い 。

第 ３ 条 件 ： S k ≦ β 1か つ Q k ≦ γ 1

第 ４ 条 件 ： S k ≦ β 2か つ Q k ≦ γ 2

【 ０ １ １ ４ 】

（ 変 形 例 １ ）

　 第 二 実 施 形 態 や 第 三 実 施 形 態 で 説 明 し た よ う に 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 が 、 補 正 済 抽 出 発

生 音 e＇ (k)の 代 わ り に 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 生 成 す る た め に 用 い る パ ラ メ ー タ で あ

る 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ p(k)を 生 成 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ １ １ ５ 】

　 以 下 、 図 ２ ４ ～ 図 ２ ５ を 参 照 し て 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ３ に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ ４

は 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ３ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ ５ は 、 抽 出 発 生 音 補

正 装 置 ３ ０ ３ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ２ ４ か ら わ か る よ う に 、 抽 出 発 生 音

補 正 装 置 ３ ０ ３ は 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ 生 成 部 １ ３ ０ を さ ら に 含 む 点 に お い て の

み 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ２ と 異 な る 。 ま た 、 図 ２ ５ か ら わ か る よ う に 、 抽 出 発 生 音 補 正

装 置 ３ ０ ３ の 動 作 は 、 Ｓ １ ３ ０ が 追 加 さ れ て い る 点 に お い て の み 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０

２ の 動 作 と 異 な る 。 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ 生 成 部 １ ３ ０ は 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (

k)か ら 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ p(k)を 生 成 す る （ Ｓ １ ３ ０ ） 。 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (

k)を 生 成 す る た め に 用 い る こ と の で き る パ ラ メ ー タ で あ れ ば 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー

タ は ど の よ う な も の で あ っ て も よ い 。

【 ０ １ １ ６ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 聴 感 上 の 違 和 感 を 抑 え る よ う に 、 大 き な 会 場 で 発 生 し た 音 を 抽 出 し た

抽 出 発 生 音 を 補 正 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ス ピ ー カ と マ イ ク が 近 く に な く 、 あ え
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て 残 響 を 加 え る よ う に 設 計 さ れ て い る 会 場 で 発 生 し た 音 も 適 切 に 抽 出 ・ 補 正 す る こ と が で

き る よ う に な る 。

【 ０ １ １ ７ 】

＜ 第 六 実 施 形 態 ＞

　 第 四 実 施 形 態 と 第 五 実 施 形 態 で は ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k と 、 パ ワ ー 比

E k /Y k ま た は ス パ ー ス 尺 度 S k と 、 を 用 い て 、 抽 出 発 生 音 を 補 正 す る た め の 条 件 判 定 を 行 っ

た 。 こ こ で は 、 パ ワ ー 比 E k /Y k と ス パ ー ス 尺 度 S k と ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q

k の ３ つ を 用 い た 条 件 判 定 を 行 う 。

【 ０ １ １ ８ 】

　 以 下 、 図 ２ ６ ～ 図 ２ ７ を 参 照 し て 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ４ に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ ６

は 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ４ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ ７ は 、 抽 出 発 生 音 補

正 装 置 ３ ０ ４ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ２ ６ に 示 す よ う に 抽 出 発 生 音 補 正 装

置 ３ ０ ４ は 、 パ ワ ー 算 出 部 １ １ ０ 、 ス パ ー ス 尺 度 算 出 部 ２ １ ０ 、 ス ペ ク ト ル 平 坦 指 標 値 算

出 部 ４ １ ０ 、 抽 出 発 生 音 補 正 部 ３ ２ ４ 、 記 録 部 １ ９ ０ を 含 む 。

【 ０ １ １ ９ 】

　 図 ２ ７ に 従 い 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ４ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 パ ワ ー 算 出 部 １ １ ０

は 、 収 音 会 場 音 y(k)と 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 、 収 音 会 場 音 y(k)の パ ワ ー で あ る 収 音 会 場 音 パ

ワ ー Y k と 抽 出 発 生 音 e(k)の パ ワ ー で あ る 抽 出 発 生 音 パ ワ ー E k を 算 出 す る （ Ｓ １ １ ０ ） 。 ス

パ ー ス 尺 度 算 出 部 ２ １ ０ は 、 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 、 抽 出 発 生 音 e(k)の ス パ ー ス 尺 度 S k を 算

出 す る （ Ｓ ２ １ ０ ） 。 ス ペ ク ト ル 平 坦 指 標 値 算 出 部 ４ １ ０ は 、 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 、 抽 出

発 生 音 e(k)の ス ペ ク ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k を 算 出 す る （ Ｓ ４ １ ０ ） 。 抽 出 発 生

音 補 正 部 ３ ２ ４ は 、 収 音 会 場 音 パ ワ ー Y k と 抽 出 発 生 音 パ ワ ー E k と ス パ ー ス 尺 度 S k と ス ペ ク

ト ル 包 絡 の 平 坦 度 合 い の 指 標 値 Q k を 用 い て 、 抽 出 発 生 音 e(k)か ら 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)

を 生 成 す る （ Ｓ ３ ２ ４ ） 。 例 え ば 、 倍 率 α 、 閾 値 β 、 閾 値 γ に 対 し て 、 E k >α Y k か つ S k >β

か つ Q k >γ （ E k ≧ α Y k か つ S k ≧ β か つ Q k ≧ γ ） と な る 場 合 、 e＇ (k)=e(k)と し 、 そ れ 以 外 の

場 合 は e＇ (k)=0と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 を 生 成 す る 。 そ の 際 、 例 え ば 、 Y k ,E k に つ い て は

式 (1)、 式 (2)を 用 い て 算 出 す る こ と が で き る 。 ま た 、 S k に つ い て は 、 式 (5)～ 式 (7)、 ま た

は 、 式 (8)～ 式 (10)、 ま た は 、 式 (11)～ 式 (13)を 用 い て 算 出 す る こ と が で き る 。 ま た 、 Q k

に つ い て は 第 三 実 施 形 態 で 説 明 し た 例 １ ～ 例 ５ に よ り 算 出 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ２ ０ 】

　 も ち ろ ん 、 例 え ば 、 倍 率 α 、 閾 値 β 、 閾 値 γ に 対 し て 、 E k ≦ α Y k か つ S k ≦ β か つ Q k ≦ γ

（ E k <α Y k か つ S k <β か つ Q k <γ ） と な る 場 合 、 e＇ (k)=0と し 、 そ れ 以 外 の 場 合 は e＇ (k)=e(

k)と し て 補 正 済 抽 出 発 生 音 を 生 成 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ １ ２ １ 】

（ 変 形 例 １ ）

　 第 一 実 施 形 態 や 第 二 実 施 形 態 や 第 三 実 施 形 態 で 説 明 し た よ う に 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 が

、 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)の 代 わ り に 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (k)を 生 成 す る た め に 用 い る

パ ラ メ ー タ で あ る 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ p(k)を 生 成 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ １ ２ ２ 】

　 以 下 、 図 ２ ８ ～ 図 ２ ９ を 参 照 し て 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ５ に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ ８

は 、 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ５ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ ９ は 、 抽 出 発 生 音 補

正 装 置 ３ ０ ５ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ２ ８ か ら わ か る よ う に 、 抽 出 発 生 音

補 正 装 置 ３ ０ ５ は 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ 生 成 部 １ ３ ０ を さ ら に 含 む 点 に お い て の

み 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０ ４ と 異 な る 。 ま た 、 図 ２ ９ か ら わ か る よ う に 、 抽 出 発 生 音 補 正

装 置 ３ ０ ５ の 動 作 は 、 Ｓ １ ３ ０ が 追 加 さ れ て い る 点 に お い て の み 抽 出 発 生 音 補 正 装 置 ３ ０

４ の 動 作 と 異 な る 。 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ 生 成 部 １ ３ ０ は 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (

k)か ら 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー タ p(k)を 生 成 す る （ Ｓ １ ３ ０ ） 。 補 正 済 抽 出 発 生 音 e＇ (

k)を 生 成 す る た め に 用 い る こ と の で き る パ ラ メ ー タ で あ れ ば 、 補 正 済 抽 出 発 生 音 パ ラ メ ー

タ は ど の よ う な も の で あ っ て も よ い 。

【 ０ １ ２ ３ 】
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　 本 発 明 に よ れ ば 、 聴 感 上 の 違 和 感 を 抑 え る よ う に 、 大 き な 会 場 で 発 生 し た 音 を 抽 出 し た

抽 出 発 生 音 を 補 正 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ス ピ ー カ と マ イ ク が 近 く に な く 、 あ え

て 残 響 を 加 え る よ う に 設 計 さ れ て い る 会 場 で 発 生 し た 音 も 適 切 に 抽 出 ・ 補 正 す る こ と が で

き る よ う に な る 。

【 ０ １ ２ ４ 】

＜ 補 記 ＞

　 本 発 明 の 装 置 は 、 例 え ば 単 一 の ハ ー ド ウ ェ ア エ ン テ ィ テ ィ と し て 、 キ ー ボ ー ド な ど が 接

続 可 能 な 入 力 部 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ な ど が 接 続 可 能 な 出 力 部 、 ハ ー ド ウ ェ ア エ ン テ ィ テ ィ

の 外 部 に 通 信 可 能 な 通 信 装 置 （ 例 え ば 通 信 ケ ー ブ ル ） が 接 続 可 能 な 通 信 部 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Cent

ral Processing Unit、 キ ャ ッ シ ュ メ モ リ や レ ジ ス タ な ど を 備 え て い て も よ い ） 、 メ モ リ

で あ る Ｒ Ａ Ｍ や Ｒ Ｏ Ｍ 、 ハ ー ド デ ィ ス ク で あ る 外 部 記 憶 装 置 並 び に こ れ ら の 入 力 部 、 出 力

部 、 通 信 部 、 Ｃ Ｐ Ｕ 、 Ｒ Ａ Ｍ 、 Ｒ Ｏ Ｍ 、 外 部 記 憶 装 置 の 間 の デ ー タ の や り 取 り が 可 能 な よ

う に 接 続 す る バ ス を 有 し て い る 。 ま た 必 要 に 応 じ て 、 ハ ー ド ウ ェ ア エ ン テ ィ テ ィ に 、 Ｃ Ｄ

－ Ｒ Ｏ Ｍ な ど の 記 録 媒 体 を 読 み 書 き で き る 装 置 （ ド ラ イ ブ ） な ど を 設 け る こ と と し て も よ

い 。 こ の よ う な ハ ー ド ウ ェ ア 資 源 を 備 え た 物 理 的 実 体 と し て は 、 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ な ど が

あ る 。

【 ０ １ ２ ５ 】

　 ハ ー ド ウ ェ ア エ ン テ ィ テ ィ の 外 部 記 憶 装 置 に は 、 上 述 の 機 能 を 実 現 す る た め に 必 要 と な

る プ ロ グ ラ ム お よ び こ の プ ロ グ ラ ム の 処 理 に お い て 必 要 と な る デ ー タ な ど が 記 憶 さ れ て い

る （ 外 部 記 憶 装 置 に 限 ら ず 、 例 え ば プ ロ グ ラ ム を 読 み 出 し 専 用 記 憶 装 置 で あ る Ｒ Ｏ Ｍ に 記

憶 さ せ て お く こ と と し て も よ い ） 。 ま た 、 こ れ ら の プ ロ グ ラ ム の 処 理 に よ っ て 得 ら れ る デ

ー タ な ど は 、 Ｒ Ａ Ｍ や 外 部 記 憶 装 置 な ど に 適 宜 に 記 憶 さ れ る 。

【 ０ １ ２ ６ 】

　 ハ ー ド ウ ェ ア エ ン テ ィ テ ィ で は 、 外 部 記 憶 装 置 （ あ る い は Ｒ Ｏ Ｍ な ど ） に 記 憶 さ れ た 各

プ ロ グ ラ ム と こ の 各 プ ロ グ ラ ム の 処 理 に 必 要 な デ ー タ が 必 要 に 応 じ て メ モ リ に 読 み 込 ま れ

て 、 適 宜 に Ｃ Ｐ Ｕ で 解 釈 実 行 ・ 処 理 さ れ る 。 そ の 結 果 、 Ｃ Ｐ Ｕ が 所 定 の 機 能 （ 上 記 、 … 部

、 … 手 段 な ど と 表 し た 各 構 成 要 件 ） を 実 現 す る 。

【 ０ １ ２ ７ 】

　 本 発 明 は 上 述 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で

適 宜 変 更 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て 説 明 し た 処 理 は 、 記 載 の 順 に 従 っ て

時 系 列 に 実 行 さ れ る の み な ら ず 、 処 理 を 実 行 す る 装 置 の 処 理 能 力 あ る い は 必 要 に 応 じ て 並

列 的 に あ る い は 個 別 に 実 行 さ れ る と し て も よ い 。

【 ０ １ ２ ８ 】

　 既 述 の よ う に 、 上 記 実 施 形 態 に お い て 説 明 し た ハ ー ド ウ ェ ア エ ン テ ィ テ ィ （ 本 発 明 の 装

置 ） に お け る 処 理 機 能 を コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 実 現 す る 場 合 、 ハ ー ド ウ ェ ア エ ン テ ィ テ ィ

が 有 す べ き 機 能 の 処 理 内 容 は プ ロ グ ラ ム に よ っ て 記 述 さ れ る 。 そ し て 、 こ の プ ロ グ ラ ム を

コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 す る こ と に よ り 、 上 記 ハ ー ド ウ ェ ア エ ン テ ィ テ ィ に お け る 処 理 機 能 が

コ ン ピ ュ ー タ 上 で 実 現 さ れ る 。

【 ０ １ ２ ９ 】

　 こ の 処 理 内 容 を 記 述 し た プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 に 記 録

し て お く こ と が で き る 。 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 と し て は 、 例 え ば 、 磁 気

記 録 装 置 、 光 デ ィ ス ク 、 光 磁 気 記 録 媒 体 、 半 導 体 メ モ リ 等 ど の よ う な も の で も よ い 。 具 体

的 に は 、 例 え ば 、 磁 気 記 録 装 置 と し て 、 ハ ー ド デ ィ ス ク 装 置 、 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク 、 磁

気 テ ー プ 等 を 、 光 デ ィ ス ク と し て 、 Ｄ Ｖ Ｄ （ Digital Versatile Disc） 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ

（ Random Access Memory） 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ （ Compact Disc Read Only Memory） 、 Ｃ Ｄ －

Ｒ （ Recordable） ／ Ｒ Ｗ （ ReWritable） 等 を 、 光 磁 気 記 録 媒 体 と し て 、 Ｍ Ｏ （ Magneto-Op

tical disc） 等 を 、 半 導 体 メ モ リ と し て Ｅ Ｅ Ｐ － Ｒ Ｏ Ｍ （ Electronically Erasable and

Program mable-Read Only Memory） 等 を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ １ ３ ０ 】

　 ま た 、 こ の プ ロ グ ラ ム の 流 通 は 、 例 え ば 、 そ の プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た Ｄ Ｖ Ｄ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ
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Ｏ Ｍ 等 の 可 搬 型 記 録 媒 体 を 販 売 、 譲 渡 、 貸 与 等 す る こ と に よ っ て 行 う 。 さ ら に 、 こ の プ ロ

グ ラ ム を サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ の 記 憶 装 置 に 格 納 し て お き 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 サ ー バ

コ ン ピ ュ ー タ か ら 他 の コ ン ピ ュ ー タ に そ の プ ロ グ ラ ム を 転 送 す る こ と に よ り 、 こ の プ ロ グ

ラ ム を 流 通 さ せ る 構 成 と し て も よ い 。

【 ０ １ ３ １ 】

　 こ の よ う な プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る コ ン ピ ュ ー タ は 、 例 え ば 、 ま ず 、 可 搬 型 記 録 媒 体 に 記

録 さ れ た プ ロ グ ラ ム も し く は サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ か ら 転 送 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 、 一 旦 、 自

己 の 記 憶 装 置 に 格 納 す る 。 そ し て 、 処 理 の 実 行 時 、 こ の コ ン ピ ュ ー タ は 、 自 己 の 記 録 媒 体

に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 読 み 取 り 、 読 み 取 っ た プ ロ グ ラ ム に 従 っ た 処 理 を 実 行 す る 。 ま

た 、 こ の プ ロ グ ラ ム の 別 の 実 行 形 態 と し て 、 コ ン ピ ュ ー タ が 可 搬 型 記 録 媒 体 か ら 直 接 プ ロ

グ ラ ム を 読 み 取 り 、 そ の プ ロ グ ラ ム に 従 っ た 処 理 を 実 行 す る こ と と し て も よ く 、 さ ら に 、

こ の コ ン ピ ュ ー タ に サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ か ら プ ロ グ ラ ム が 転 送 さ れ る た び に 、 逐 次 、 受 け

取 っ た プ ロ グ ラ ム に 従 っ た 処 理 を 実 行 す る こ と と し て も よ い 。 ま た 、 サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ

か ら 、 こ の コ ン ピ ュ ー タ へ の プ ロ グ ラ ム の 転 送 は 行 わ ず 、 そ の 実 行 指 示 と 結 果 取 得 の み に

よ っ て 処 理 機 能 を 実 現 す る 、 い わ ゆ る Ａ Ｓ Ｐ （ Application Service Provider） 型 の サ ー

ビ ス に よ っ て 、 上 述 の 処 理 を 実 行 す る 構 成 と し て も よ い 。 な お 、 本 形 態 に お け る プ ロ グ ラ

ム に は 、 電 子 計 算 機 に よ る 処 理 の 用 に 供 す る 情 報 で あ っ て プ ロ グ ラ ム に 準 ず る も の （ コ ン

ピ ュ ー タ に 対 す る 直 接 の 指 令 で は な い が コ ン ピ ュ ー タ の 処 理 を 規 定 す る 性 質 を 有 す る デ ー

タ 等 ） を 含 む も の と す る 。

【 ０ １ ３ ２ 】

　 ま た 、 こ の 形 態 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ 上 で 所 定 の プ ロ グ ラ ム を 実 行 さ せ る こ と に よ り 、 ハ

ー ド ウ ェ ア エ ン テ ィ テ ィ を 構 成 す る こ と と し た が 、 こ れ ら の 処 理 内 容 の 少 な く と も 一 部 を

ハ ー ド ウ ェ ア 的 に 実 現 す る こ と と し て も よ い 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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